
 

    

 

 

 

 

 

 

 「年越し」というと、今では「大晦日の夜から元旦の夜明けにかけてのこと」というイ

メージですが、元々はお正月の準備をすることをいいました。昔は「事始め」といって、

１２月１３日頃から大掃除や餅つきなどのお正月準備をしていたそうです。みなさんも気

持ちよく新年を迎えるために早めに身の回りをきれいにしていきましょう。 

 
 

おせち料理ってなに？ 

お正月といえば、やっぱり「おせち料理」ですね。おせち料理とは、新年をお祝いする

料理なので、その中にはおめでたい意味を含んだものがたくさん入っています。 

 

 ●こぶ巻き：よろこぶ 

 ●鯛：めでたい 

 ●黒豆：まめに（丈夫に）暮らせるように 

 ●えび：えびのように、腰が曲がるまで長寿であるように 

 ●数の子：数の多い子、つまり子孫繁栄の意味 

 ●紅白かまぼこ：赤は魔除け、白は清浄の意味 

 ●れんこん：穴が空いていることから、将来の見通しができるように 

 

 おせち料理は重箱に詰めます。重箱に詰める意味は、 

めでたさを「重ねる」という意味で縁起をかついだ 

ものです。 

一年を健康ですごせるように願いながら、おめでたい 

「おせち料理」を楽しみましょう。 
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